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市
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と
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政

が
、
今
後
の
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
担

当
す
る
行
政
機
関
も
民
生
、
衛
生
、
教
育
、
労
働
等
の
各
分
野
に
ま

た
が
る
た
め
、
市
で
は
心
身
障
害
者
対
策
協
議
会
を
設
置
し
て
相
互

の
連
絡
調
整
を
は
か
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
よ
り
緊
密
な
も
の
に
す

る
必
要
が
あ
る
。
障
害
を
も
つ
市
民
が
一
般
市
民
と
と
も
に
生
活
で

き
る
地
域
社
会
を
築
く
た
め
に
、
行
政
施
策
の
拡
充
に
一
層
の
努
力

が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
地
域
に
お
け
る
市
民
の
積
極
的
な
参
加

と
協
力
を
え
て
、
豊
か
な
福
祉
の
風
土
と
し
て
結
実
し
て
い
く
こ
と

が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

健
康

●
九
人
に
一
人
が
病
気

　
市
民
の
八
・
七
人
に
一
人
は
何
ら
か
の
病
気
を
も
ち
、
相
変
ら
ず

風
邪
、
高
血
圧
、
胃
腸
病
等
の
い
わ
ゆ
る
″
三
大
国
民
病
″
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
五
二
年
一
〇
月
に
実
施
し
た
健
康
調
査
に

お
け
る
市
民
の
健
康
状
態
で
あ
る
。

　
市
民
の
有
病
率
は
、
人
口
千
人
当
た
り
一
一
五
・
三
で
、
こ
れ
は

県
内
平
均
（
一
〇
九
・
四
）
を
上
ま
わ
る
が
、
十
大
都
市
平
均
（
一

一
七
・
二
）
よ
り
や
や
低
く
、
ほ
ぼ
全
国
並
み
（
一
一
五
・
七
）
と

い
え
る
（
図
４
－
1
5
）
。
病
気
別
で
は
、
風
邪
な
ど
の
呼
吸
器
系
疾

患
が
一
番
多
く
、
次
い
で
高
血
圧
な
ど
の
循
環
器
系
疾
患
、
三
位
が

消
化
器
系
疾
患
で
、
こ
の
三
疾
患
で
全
体
の
六
七
％
を
占
め
て
い
る

　
（
図
4
l
1
6
）
。
全
国
平
均
で
は
循
環
器
系
疾
患
が
、
十
大
都
市
平

均
で
は
呼
吸
器
系
疾
患
が
一
位
で
あ
る
こ
と
を
み
る
と
、
本
市
の
疾

病
構
造
は
、
都
市
型
の
特
徴
を
は
っ
き
り
と
表
わ
し
て
い
る
。
年
齢

別
で
は
、
や
は
り
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
一
番
高
く
、
三
人
に
一

人
が
病
気
を
し
て
い
る
。
次
い
で
四
五
～
六
四
歳
の
壮
年
層
、
○
～

図1―15　市民の有病率



四
歳
の
乳
幼
児
層
の
有
病
率
が
高
い
。
そ
の
多
く
は
、
乳
幼
児
で
は

風
邪
、
高
齢
者
で
は
高
血
圧
症
、
壮
年
者
で
は
歯
・
胃
・
十
二
指
腸

な
ど
の
疾
患
で
あ
り
、
こ
れ
は
十
大
都
市
と
も
共
通
の
傾
向
で
あ
る
。

そ
し
て
病
気
に
な
っ
た
場
合
は
、
八
〇
％
の
人
が
病
院
や
診
療
所
の

治
療
を
受
け
て
い
る
が
、
売
薬
で
済
ま
せ
る
人
も
一
七
％
い
る
。
ま

た
、
過
去
一
年
間
の
健
康
状
況
を
み
る
と
「
全
く
床
に
つ
か
な
か
っ

た
人
」
は
六
四
％
、
「
全
く
医
者
に
か
か
ら
な
か
っ
た
人
」
は
五
〇

％
い
た
。

　
死
亡
原
因
に
つ
い
て
み
る
と
、
か
つ
て
は
主
要
死
因
の
座
を
占
め

図4－16　市民の主要傷病と死因あ
　
市
民
の
生
活

て
き
た
結
核
が
一
〇
位
内
か
ら
姿
を
消
し
、
か
わ
っ
て
が
ん
、
脳
血

管
疾
患
、
心
臓
疾
患
等
の
い
わ
ゆ
る
成
人
病
が
そ
の
比
重
を
増
し

て
い
る
。
そ
の
順
位
も
昭
和
二
六
年
以
来
、
脳
血
管
系
の
疾
患
が
一

位
を
占
め
て
き
た
が
、
五
一
年
か
ら
が
ん
に
よ
る
死
亡
が
、
わ
ず
か

の
差
で
こ
れ
に
と
っ
て
か
わ
っ
て
い
る
（
図
4
l
1
6
）
。
市
の
五

二
年
の
死
亡
数
は
約
一
万
一
千
人
、
人
口
千
人
あ
た
り
の
死
亡
率
は

四
・
一
で
前
年
よ
り
若
干
下
ま
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平
均
余
命
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
乳
幼
児
の
死
亡
原
因
は
、
○
歳
で
は

周
産
期
の
死
因
が
一
位
で
、
次
い
で
先
天
異
常
が
続
き
、
一
～
四
歳

で
は
不
慮
の
事
故
が
一
位
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
こ
こ
一
〇

年
ほ
ど
変
化
し
て
い
な
い
。

●
足
り
な
い
医
療
施
設

　
市
内
の
病
院
、
診
療
所
等
の
医
療
施
設
は
、
十
大
都
市
や
全
国
平

均
に
比
較
し
て
、
き
わ
め
て
少
な
い
。
特
に
宅
地
開
発
や
団
地
建
設

に
よ
っ
て
人
口
の
増
加
が
著
し
い
郊
外
部
で
は
、
こ
の
傾
向
が
強
い
。

五
二
年
末
の
市
内
の
医
療
施
設
数
は
、
公
私
あ
わ
せ
て
二
、
五
四
〇

で
、
前
回
白
書
の
調
査
時
点
で
あ
る
四
八
年
末
に
比
較
し
て
二
五
九

か
所
増
え
て
い
る
（
表
４
－
1
6
）
。
病
院
の
一
般
病
床
数
も
一
、
四



表4－16　医療施設と医師数 ○
○
床
余
り
増
え
て
約
一
万
二
千
床
と
な
っ
た
が
、
こ
の
四
年
間
に

人
口
も
二
〇
万
人
増
え
た
た
め
、
現
状
の
大
幅
な
改
善
に
至
っ
て
い

な
い
の
が
実
情
で
あ
る
（
図
４
－
1
7
）
。

　
市
で
は
こ
の
窮
状
を
打
開
す
る
た
め
、
市
立
病
院
の
新
設
・
増
床

を
は
か
る
ほ
か
、
大
規
模
開
発
団
地
に
つ
い
て
医
療
施
設
の
配
置
を

指
導
し
て
き
た
。
四
九
年
以
降
で
は
、
ま
ず
磯
子
区
に
、
脳
血
管
障

87

市
民
生
活
と
市
政



害
に
よ
る
後
遺
症
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
治
療
を
行
う
友
愛
病
院

を
開
設
し
た
ほ
か
、
港
湾
病
院
を
増
築
し
て
三
〇
〇
床
に
増
床
し
た
。

市
民
病
院
に
つ
い
て
は
、
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
外
来
病
棟

及
び
救
急
病
床
等
の
再
整
備
を
計
画
し
て
お
り
、
現
在
、
内
容
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
ニ
ツ
橋
学
園
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
児

の
治
療
施
設
と
し
て
再
整
備
す
る
予
定
で
、
五
五
年
開
設
を
目
標
に

設
計
図
面
の
作
成
に
入
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
医
療
施
設
の
少
な
い

市
の
南
部
、
西
部
及
び
北
部
方
面
に
、
五
〇
〇
床
規
模
の
総
合
病
院

の
建
設
を
計
画
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
南
部
地
域
総
合
病
院
（
仮

称
）
に
つ
い
て
は
、
港
南
台
駅
の
近
く
に
す
で
に
用
地
を
買
収
し
、

図4－17　病床数の推移8
8
　
市
民
の
生
活

五
五
年
度
内
の
着
工
を
目
途
に
準
備
を
急
い
で
い
る
。
ま
た
、
西
部

及
び
北
部
地
域
の
病
院
に
つ
い
て
も
、
あ
わ
せ
て
検
討
を
重
ね
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
に
、
大
規
模
な
宅
地
開
発
に
際
し
て
も
、
開
発
者
の

責
任
で
医
療
施
設
を
確
保
す
る
よ
う
指
導
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に

野
庭
団
地
や
金
沢
埋
立
地
に
相
当
数
の
診
療
所
が
開
設
さ
れ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
市
の
医
療
施
設
は
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
お
り
、
今
後

も
優
先
課
題
と
し
て
積
極
的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
い
え
よ
う
。

●
充
実
す
る
救
急
医
療

　
市
消
防
局
の
救
急
車
は
、
一
〇
分
に
一
人
の
患
者
を
運
ん
で
い
る
。

消
防
局
救
急
隊
が
五
二
年
中
に
搬
送
し
た
患
者
は
約
五
万
二
千
人
に

表4－17　救急搬送の状況



8
9
　
市
民
生
活
と
市
政

の
ぼ
り
、
前
年
に
比
べ
て
四
千
人
余
り
増
え
た
。
こ
の
患
者
の
う
ち

半
数
以
上
は
急
病
患
者
で
、
次
い
で
一
般
負
傷
、
交
通
事
故
が
多

く
、
こ
れ
ら
で
全
体
の
九
割
を
占
め
る
。
そ
し
て
、
六
〇
％
近
く
が

軽
症
の
患
者
で
、
中
等
症
は
三
〇
％
、
重
症
患
者
は
一
〇
％
に
満
た

な
い
こ
と
が
わ
か
る
（
表
４
－
1
7
）
。
ま
た
、
新
聞
紙
上
で
問
題
に

な
る
″
た
ら
い
ま
わ
し
”
い
わ
ゆ
る
転
送
は
、
二
、
八
〇
〇
件
（
五

・
四
％
）
あ
っ
た
が
、
医
師
不
在
を
理
由
と
す
る
も
の
が
最
も
多

く
、
そ
の
ほ
か
診
療
科
目
外
、
満
床
、
手
術
中
等
の
理
由
で
断
わ
ら

れ
る
場
合
が
大
部
分
で
あ
る
が
、
診
療
拒
否
も
一
〇
％
近
く
あ
り
、

図4－18　救急患者の転送状況

救
急
問
題
の
深
さ
を
示
し
て
い
る
（
図
４
－
1
8
）
。
救
急
患
者
の
発

生
時
間
は
、
昼
間
と
夜
間
と
で
件
数
の
上
で
は
大
差
は
な
い
。
昼
間

で
も
早
急
に
適
切
な
治
療
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
病
院
や
診
療
所
が
閉
じ
て
し
ま
う

夜
間
は
、
市
民
に
と
っ
て
問
題
は
一
層
深
刻
で
あ
り
、
こ
の
問
題
は

休
日
も
同
様
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
近
年
で
は
交
通
事
故
や
高
血
圧
症

等
の
成
人
病
の
増
加
に
つ
れ
て
、
救
命
の
た
め
の
高
度
な
救
急
医
療

の
整
備
も
重
要
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
、
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
が
で

き
る
医
療
機
関
が
す
ぐ
に
わ
か
る
よ
う
な
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
も

不
可
欠
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
で
は
救
急
医
療
を
整
え
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
も
神
奈
川
県
、
市

医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師
会
等
の
協
力
を
得
て
、
重
点
的
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
休
日
の
急
患
対
策
と
し
て
、
四
六
年
、
西
区
に

表4－18　急患診療状況



休
日
急
患
診
療
所
を
開
設
し
た
の
を
は
じ
め
に
各
区
に
順
次
開
設

し
、
五
四
年
三
月
で
一
〇
区
に
開
設
さ
れ
た
。
ほ
ど
な
く
南
、
戸
塚

区
も
竣
工
し
、
残
り
の
保
土
ヶ
谷
区
、
鶴
見
区
も
建
設
を
予
定
し
て

い
る
の
で
、
遅
く
と
も
五
五
年
ま
で
に
全
区
に
休
日
急
患
診
療
所
が

整
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
歯
科
の
救
急
診
療
は
、
金
沢
区
、
中
区

に
置
か
れ
て
い
る
が
、
建
設
中
の
戸
塚
区
に
も
併
設
さ
れ
て
い
る
の

で
市
内
三
か
所
と
な
る
。

　
夜
間
の
急
患
診
療
は
、
い
ろ
い
ろ
か
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
五

〇
年
三
月
か
ら
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
市
域
を
四
つ
の
地
域
に
分
け
、
毎
夜
一
地
域
一
病
院
が
輪
番
で
急

患
の
診
療
に
あ
た
っ
て
い
る
（
表
４
－
1
8
）
。
し
か
し
、
こ
の
輪
番

制
は
暫
定
的
な
も
の
で
、
夜
間
の
初
療
体
制
の
中
心
と
な
る
施
設
の

設
置
を
検
討
し
て
き
た
が
、
い
よ
い
よ
五
四
年
三
月
か
ら
小
児
科
、

内
科
を
主
体
と
し
た
初
療
施
設
と
し
て
、
夜
間
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

を
中
区
桜
木
町
に
着
工
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
ま
た
、
救
急
患
者
の

受
入
状
況
を
掌
握
し
、
市
民
や
医
療
機
関
か
ら
の
相
談
や
照
会
に
応

じ
ら
れ
る
よ
う
、
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
取
り
込
み
、

救
急
医
療
の
シ
ス
テ
ム
化
に
向
け
て
前
進
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

よ
う
に
、
市
の
救
急
医
療
は
徐
々
に
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
医
療

機
関
の
機
能
分
担
と
連
携
、
患
者
の
た
ら
い
ま
わ
し
、
正
確
な
救
急

9
0
　
市
民
の
生
活

情
報
の
は
あ
く
と
提
供
、
救
急
医
療
の
不
採
算
性
な
ど
多
く
の
問
題

を
抱
え
て
お
り
、
ま
た
、
こ
れ
を
利
用
す
る
市
民
の
側
も
、
救
急
医

療
を
乱
用
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
節
度
あ
る
利
用
が
望
ま
れ
る
。

●
強
ま
る
成
人
病
対
策

　
昔
か
ら
「
予
防
に
ま
さ
る
治
療
は
な
い
」
と
よ
く
い
わ
れ
る
。
確

か
に
そ
の
と
お
り
で
、
病
気
や
ヶ
ガ
を
治
療
す
る
た
め
の
医
療
施
設

の
整
備
が
必
要
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
病
気
を
事
前
に
予

表4－19　成人病対策の推移

防
し
、
あ
る
い
は
早
期
に

発
見
し
、
早
期
に
治
療
す

る
こ
と
も
、
こ
れ
に
増
し

て
大
切
で
あ
る
。

特
に
、
五
一
年
か
ら
死
亡

原
因
の
一
位
を
占
め
る
よ

う
に
な
っ
た
が
ん
は
、
早

期
発
見
と
早
期
治
療
が
何

よ
り
も
肝
心
で
あ
る
。
市

で
は
、
市
民
の
健
康
を
守

る
た
め
に
、
保
健
所
を
中

心
に
母
子
や
老
人
等
の
保



9
1
　
市
民
生
活
と
市
政

健
対
策
、
食
品
や
環
境
衛
生
、
伝
染
病
や
結
核
等
の
予
防
衛
生
な
ど

数
多
く
の
施
策
を
行
っ
て
い
る
。

　
地
域
に
お
け
る
保
健
を
考
え
る
場
合
、
保
健
婦
等
の
役
割
は
大
き

い
。
そ
の
活
動
の
一
つ
で
あ
る
家
庭
訪
問
看
護
は
、
こ
こ
一
〇
年
、

訪
問
件
数
は
大
き
く
伸
び
、
訪
問
対
象
も
老
人
や
心
身
障
害
児
、
難

病
患
者
等
の
看
護
援
助
が
増
加
し
て
、
数
的
に
も
、
内
容
的
に
も
大

き
く
変
わ
っ
て
い
る
。
特
に
五
一
年
度
か
ら
は
、
寝
た
き
り
老
人
の

訪
問
が
大
き
く
伸
び
て
、
訪
問
件
数
に
占
め
る
割
合
も
一
番
高
い
。

次
い
で
、
結
核
、
未
熟
児
の
訪
問
が
多
い
が
、
伸
び
率
で
は
年
々
低

下
し
て
い
る
。

　
成
人
病
対
策
で
は
、
こ
こ
数
年
来
、
が
ん
検
診
の
充
実
強
化
に
努

め
て
い
る
。
が
ん
検
診
は
、
市
内
の
医
療
機
関
（
延
べ
六
三
〇
）
で

実
施
す
る
が
ん
相
談
事
業
と
検
診
車
に
よ
る
集
団
検
診
の
二
通
り
の

形
で
、
消
化
器
系
と
婦
人
科
系
の
検
診
を
行
っ
て
い
る
。
受
診
者
数

は
受
診
体
制
を
充
実
し
た
こ
と
や
検
診
の
普
及
も
あ
っ
て
か
年
々
増

加
の
傾
向
に
あ
り
、
五
二
年
度
の
検
診
で
は
、
消
化
器
系
が
延
ベ
一

万
三
、
〇
四
二
人
、
婦
人
科
系
が
延
べ
四
万
五
四
五
人
の
受
診
が
あ

っ
た
。
こ
の
う
ち
、
消
化
器
系
で
二
九
人
、
婦
人
科
系
で
四
三
人

が
、
が
ん
の
診
断
を
受
け
た
。
ま
た
、
医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
る

が
ん
相
談
で
は
、
受
診
者
の
半
数
近
く
が
他
の
病
気
を
診
断
さ
れ
て

お
り
、
日
頃
の
検
診
が
い
か
に
大
切
か
を
証
明
し
て
い
る
（
表
４
－

1
9
）
。

教
育

●
目
立
つ
塾
通
い

　
市
立
の
小
・
中
学
校
に
在
学
す
る
児
童
・
生
徒
は
、
五
人
に
一
人

が
学
習
塾
に
通
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
市
教
育
セ
ン
タ
ー
が
、
五
二

図4－19　学習塾の通塾状況




